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請願第 １９号  

令和６年 ９月 ２日 

 

川崎市議会議長 青 木 功 雄 様 

 

多摩区 

おし沼レパード 

会員  

 

 

平中学校第二グラウンドにおける川崎市埋蔵文化財保存活用

センターの設置に関する請願 

 

請 願 の 要 旨 

教育委員会文化財課により、平中学校第二グラウンドに川崎市埋蔵文化財保

存活用センターの設置が計画されています。現在地域で行われている活動、地

域の防災上の問題を退けてまでこの地に必要な施設であるとは考えられないた

め、第二グラウンドが候補地となった経緯の詳細な説明並びに計画及び候補地

の再検討を要望します。 

 

請 願 の 理 由 

１ 施設設置による効果について 

発掘調査に伴う出土品は、鑑査を経て文化財と認定されてもほとんど所有

者が判明しないため、所有権は国庫に帰属となりますが、公共団体へ譲与す

ることが原則とされています。そして、文化庁からは、文化財を地方公共団

体へ譲与する際に、適切な施設において一括して保存・活用することが求め

られています。 

したがって、埋蔵文化財を保存・活用する施設の設置趣旨は理解できます

が、市民からの税金を基に施設を設置するのであれば、地域住民の利用とい

った限定的な対象ではなく、より多くの市民が利用することができ、効果が
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見込まれる施設であるべきです。 

当初の説明資料では「平中学校への効果」、「地域住民の方々への効果」、「少

人数で打合せができるスペース」と、地域への効果の記載がありましたが、

自治会及び利用団体への説明時の資料においては一転し、埋蔵文化財を一箇

所に集約し、適切な整理・保管を行うことを主とした施設設置計画になって

います。 

埋蔵文化財の整理・保管が主目的であるとすると、地域にとって施設設置

の効果は乏しいと言えます。さらに、埋蔵文化財に触れ、理解を深めていた

だくのであれば、現状の分散保管場所の数か所を拠点とし、そこから市内各

所へと赴く方が効率的に思えます。 

また、埋蔵文化財保存活用センターとうたうのであれば、埋蔵文化財を整

理・保管することができ、かつその場においてより多くの市民に向け、有効

な事業が実施できる施設設置を検討すべきと考えます。 

２ 現利用団体が活動を継続できる代替地について 

おし沼自治会の「おし沼クラブ」及び「おし沼レパード」が本市の学校施

設開放として、平中学校第二グラウンドを利用しています。 

おし沼レパードは、地元の小学生が所属する軟式少年野球チームで、平日

の午後や土日に当該グラウンドで有益な活動をしており、そのかいあってこ

こ数年成績を伸ばし続け、今年度は神奈川県で第３位の結果を収めることが

できました。 

野球に限らず、市内には子どもたちが伸び伸び身体を動かせる場所が十分

にあるとは言えません。「スポーツに安心して取り組める環境を整えてほし

い。」という声は市にも多く寄せられており、子どもたちの活動の場を縮小す

ることは地域からの要望に背を向けることになります。 

また、おし沼クラブはシニアが多数所属し、グラウンドゴルフを通して健

康推進や親交を深めています。年配者が多く、移動手段に乏しいため、当該

グラウンドが利用できなくなった際には活動存続の危機に直面する可能性が

あります。 

説明資料において代替地を紹介していただいていますが、活動に必要な広

さや、他の利用者の安全配慮といった点で、現状の活動が制限されてしまう
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おそれがあり、困惑しています。 

文化財課が責任を持ち、現状の活動が継続できる代替地の確保若しくは計

画や候補地の再検討をお願いいたします。 

３ 震災時における避難場所の確保について 

文化財課は、当該グラウンドについて校舎から離れている、学校教育活動

での利用が少ない、地域の避難場所に指定されていない等の理由から、川崎

市埋蔵文化財保存活用センターの設置候補地としています。 

また、当該グラウンドは「一時避難場所」ではあるが、市の指定する「指

定避難所・指定緊急避難場所」ではないと説明しています。 

しかし、「川崎市地域防災計画震災対策編」「第２部予防計画、第１章防災

都市づくり、第１節基本的な方針」において、「市街地の整備による避難空

地・避難道路等の確保」とあります。また、「第５節オープンスペースの確保」

では、「公園緑地は、市民のいこいの場、スポーツ・レクリエーションの場で

あるとともに、震災時には、避難場所、避難路、市街地の延焼防止、道路等

の復旧に供するオープンスペースとしての機能を持っている」とあります。 

当該グラウンドは公園緑地ではありませんが、公園緑地に準じ、「避難場所、

市街地の延焼防止、道路等の復旧に供するオープンスペース」としての機能

が備わっていると考えられます。この地域の指定避難所・指定緊急避難場所

である平中学校の校庭は、他の学校の校庭と比較すると狭いため、同校から

近い当該グラウンドが避難場所や復旧に供するオープンスペース等として利

用できなくなることは、地域に暮らす住民として非常に不安が残ります。 

４ 令和６年予算審査特別委員会での答弁にある「丁寧な対応と調整」につい

て 

埋蔵文化財保存活用センターの設置計画における答弁では、「検討候補地の

利用者や地元関係者等に説明を重ねる」とあります。 

令和５年８月23日に令和６年度の予算編成方針が決定されましたが、おし

沼自治会、おし沼クラブ、おし沼レパードと文化財課とが直接意見を交換す

る場が設けられたのは、令和６年６月30日が初めてです。 

なぜ、予算編成の前に利用団体や地元関係者等に説明をすることができな

かったのでしょうか。予算編成後に利用団体等への説明を行うのでは、設置
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が既定路線であると思われ、誠意を感じることはできません。 

また、第二グラウンドが教育委員会の管理地でかつ校舎から離れた場所に

あるという理由だけで、十分な検討がされないまま安易に候補地に選択され

たという印象が拭えません。 

６月30日の説明会において、市役所内で検討を重ねた結果とのことでした

が、第二グラウンドが候補地となるまでの間に他部局が所管する市有地全て

を検討し、獲得のために努力した話を聞くことはできませんでした。 

現在利用している団体の活動を制限し、防災面にも不安が残る中で、この

ような立地条件の地に設置することで本当に地域住民や他の多くの市民に望

まれる効果が見込めるのか、更に丁寧な説明と調整を望みます。 

５ 埋蔵文化財等に対する行政の責任について 

平成６年第３回定例会にて、議員から「市民ミュージアムは飽和状態であ

るため埋蔵文化財センターの早期建設」の提言があり、教育長からは「出土

遺物のよりよい保管、展示、活用の方法を総合的に検討してまいりたいと考

えております」と答弁がありました。 

センターと名の付く施設であるなら、そこで全ての関連業務が遂行できる

ことが必須条件であると思いますが、30年の時を経て保管が主であると思え

る計画には戸惑いを隠せません。 

埋蔵文化財等を適切に整理・保管し後世に伝えるのは行政の責任であり、

そのための予算をつけようとしない財政部署と、切迫感、危機感、新たなア

イデアをもって予算を獲得しようとしない文化財課の怠慢であると考えられ

ます。 

よって、土地を市に譲り渡した方の思い、現在地域で行われている活動、

地域の防災上の問題を退けてまでこの地に必要な施設であるとは考えられず、

第二グラウンドが候補地となった経緯の詳細な説明及び計画や候補地の再検

討を要望します。 
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